
樋
口
一
葉
の
読
書
に
つ
い
て

虫目

木

一

男

王

一

　
あ
る
作
家
と
そ
の
文
学
を
ど
う
と
ら
え
ど
う
理
解
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と

が
、
そ
の
作
家
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ど
の

よ
う
な
問
題
点
を
と
り
あ
げ
て
研
究
し
論
述
し
よ
う
と
も
、
窮
極
に
お
い
て
、
そ

の
作
家
と
そ
の
文
学
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
し
評
価
す
る
か
に
つ
な
が

っ
て
い
く
。
樋
口
一
葉
は
数
え
の
二
十
五
歳
で
没
し
、
残
し
た
作
品
も
非
常
に
少

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
読
者
を
得
、
多
く
の
知
友
、
評
論
家
・
研
究
者

に
よ
っ
て
語
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
葉
観
と
い
う
も
の
が
か
な
り
多
様
で
あ

る
こ
と
も
興
味
深
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
関
良
一
氏
が
次
の
よ
う
に
分
析
し

て
い
る
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
一
葉
観
は
、
基
本
的
に
は
、
④
卑
情
詩
人
風
に
、
芸
術
派
の
作

　
家
と
み
る
型
、
⑧
虚
無
的
な
リ
ア
リ
ス
ス
ト
と
み
る
型
、
◎
文
明
批
評
家
肌
の
、

　
人
生
派
の
作
家
と
み
る
型
、
に
わ
か
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、

　
そ
れ
に
関
連
し
て
、
⑪
古
風
な
、
前
近
代
的
な
、
い
わ
ゆ
る
剛
器
轡
≦
o
ヨ
露
9

　
o
疑
智
℃
き
と
み
る
型
と
、
そ
の
逆
に
⑧
進
歩
的
な
女
性
の
先
駆
と
み
る
型
と

　
が
あ
る
。
ま
た
、
一
葉
の
人
柄
を
、
⑥
下
町
風
の
お
て
ん
ば
な
、
し
た
た
か
も

　
の
と
み
る
型
と
、
⑥
士
族
の
娘
ら
し
い
、
し
と
や
か
な
山
の
手
風
の
お
嬢
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
一

　
タ
イ
プ
と
み
る
型
と
が
あ
る
。

　
こ
の
分
析
の
中
で
⑨
は
一
葉
の
人
柄
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
悪
意
が
あ
っ
て
の
評

で
は
な
い
か
と
さ
え
受
け
取
ら
れ
る
発
言
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
葉
が
通
っ
た
歌

　
　
は
ぎ
　
　
や

塾
（
萩
の
舎
）
の
先
輩
で
あ
り
、
半
井
桃
水
か
ら
離
れ
た
後
の
一
葉
に
作
品
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2

の
場
を
紹
介
す
る
な
ど
の
好
意
を
示
し
て
い
る
三
宅
花
圃
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

　
こ
れ
は
、
後
年
花
圃
が
一
葉
の
思
い
出
を
述
べ
た
と
き
、
一
葉
を
よ
く
言
え
ば

才
気
換
発
、
悪
く
言
え
ば
あ
ば
ず
れ
で
得
手
勝
手
な
女
性
と
み
た
発
言
を
し
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
、
、
歌
塾
の
中
で
も
平
民
組
と
称
し
て
常
に
一
葉
と
行
動
を
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
4

に
し
て
い
た
親
友
の
伊
東
夏
子
（
後
、
田
辺
姓
）
は
⑥
の
立
場
に
立
っ
て
花
圃
と

鋭
く
対
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
忍
言
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
士
族
の
娘
ら
し

い
、
し
と
や
か
な
山
の
手
風
の
お
嬢
さ
ん
に
印
象
づ
け
た
張
本
人
は
、
も
ち
ろ
ん

　
　
　
注
1

一
葉
本
人
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
し
、
ま
た
花
圃
が
見
抜
い
た
よ
う
な
下
町
風
の



2

闊
達
な
半
面
も
一
葉
は
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
花
圃
の
一
葉
観
は
次
の
よ
う
な
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。　

　
私
が
夏
子
（
】
葉
女
史
）
を
初
め
て
見
た
の
は
、
歌
子
先
生
の
処
で
し
た

　
1
中
島
歌
子
で
す
。
一
葉
さ
ん
は
殆
ど
全
く
歌
子
に
ば
か
り
学
ん
だ
の
で
他

　
に
は
師
と
申
す
べ
き
人
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
1
其
時
は
夏
子
が
師
匠
の
許
に
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
れ

・
生
の
や
う
に
入
っ
て
み
た
の
で
し
た
。
或
時
私
と
同
伴
の
一
婦
人
と
二
人
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
て
な
し

　
で
歌
子
先
生
の
処
へ
参
り
ま
す
と
、
其
時
お
茶
や
五
目
の
鮨
の
饗
応
に
預
か
り

　
ま
し
た
が
、
そ
の
通
ひ
を
見
知
ら
ぬ
婦
人
が
す
る
の
で
す
。
私
が
其
の
時
十
七

　
　
　
お
ぼ
え

　
歳
と
記
憶
て
を
り
ま
す
か
ら
夏
子
が
二
歳
下
で
十
五
歳
半
折
で
す
。
　
「
今
ま
で

　
知
ら
な
い
人
だ
が
…
…
新
し
く
来
た
の
か
し
ら
」
な
ど
と
思
ひ
な
が
ら
見
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
ま
す
と
、
髪
な
ど
を
口
気
う
　
　
変
っ
た
結
び
方
に
し
て
、
（
一
つ
は
髪
が
薄
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
み
　
ふ
る
ま
ひ

　
つ
た
か
ら
で
せ
う
が
）
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
起
居
挙
動
も
何
と
な
く
変
っ
て

　
み
て
、
ぢ
き
に
「
元
緑
風
」
と
い
ふ
様
な
感
じ
が
起
り
ま
し
た
。
「
ま
あ
紙
園
の

　
お
梶
と
で
も
言
ひ
た
い
や
う
な
人
だ
」
と
思
っ
て
を
り
ま
す
　
　
そ
の
内
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い
ふ
う
お
も
む
ろ

　
鮨
も
戴
い
て
了
っ
て
、
ふ
と
同
伴
の
婦
人
が
其
皿
の
文
字
を
見
て
、
「
清
風
徐

　
に
き
た
っ
て
す
み
は
お
こ
ら
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
や
う

　
来
水
波
不
レ
起
が
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
」
と
私
に
申
し
ま
す
と
、
恰
ど
茶
の

　
通
ひ
に
出
て
居
た
夏
子
が
、
そ
れ
を
聞
く
と
其
の
赤
壁
之
賦
の
後
の
文
句
を
、

　
茶
を
注
ぎ
な
が
ら
ペ
ラ
ペ
ラ
と
読
み
初
め
た
ち
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
一
寸
気
取

　
つ
た
や
う
な
風
を
し
て
…
…
。
　
「
お
や
変
っ
た
人
だ
」
と
思
ひ
な
が
ら
聴
い
て

　
ゐ
ま
す
と
、
と
う
く
、
、
ペ
ラ
ペ
ラ
ど
読
ん
で
了
ひ
ま
し
た
。
　
「
知
っ
て
み
る

　
　
　
　
そ
ん
な

　
に
し
て
も
其
籔
場
合
に
ペ
ラ
ペ
ラ
や
り
出
さ
な
く
た
っ
て
い
い
に
…
…
。
そ
れ

　
で
も
ま
あ
知
っ
て
み
る
だ
け
は
感
心
だ
わ
ね
」
な
ど
と
、
同
伴
の
婦
人
と
話
し

　
合
っ
た
事
で
し
た
が
、
な
に
せ
よ
其
頃
の
夏
子
は
才
気
が
盗
れ
て
止
め
ら
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
3

　
と
申
す
や
う
な
風
で
し
た
。

　
こ
の
文
章
は
…
葉
を
し
の
ぶ
文
で
あ
り
な
が
ら
一
葉
に
対
す
る
暖
か
み
に
欠
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

る
が
、
当
日
、
の
一
葉
の
印
象
が
よ
ほ
ど
小
生
意
気
に
思
え
て
、
そ
れ
が
後
々
ま
で

忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
｝
葉
の
そ
う
い
っ
た
天
心
燗

漫
な
ふ
る
ま
い
は
や
が
て
消
え
、
萩
の
舎
の
人
々
か
ら
「
も
の
つ
つ
み
の
君
」
と

渾
名
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
私
が
興
味
を
引
く
の
は
、
一
葉
が
萩
の
舎
に
入
門
し
て
問
も
な
い
こ

ろ
　
　
明
治
十
九
年
、
数
え
年
十
五
歳
で
入
門
一
人
の
前
で
赤
壁
之
賦
を
ペ
ラ

ペ
ラ
と
読
む
ほ
ど
の
漢
学
の
素
養
の
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
こ
ろ

は
、
新
聞
も
雑
誌
も
書
簡
も
文
語
文
の
時
代
で
あ
り
、
学
問
即
漢
学
と
い
っ
た
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

代
の
遺
風
も
残
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
小
学
校
も
完
全
に
卒
え

て
い
な
い
少
女
な
の
に
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
も
っ
と
も
彼
女
の
早
熟
さ
に
つ
い
て
は
、
妹
邦
子
の
思
い
出
が
あ
る
。
塩
田
良

平
博
士
は
、

　
　
一
葉
の
幼
時
に
つ
い
て
は
徴
す
べ
き
文
献
も
な
い
が
、
明
治
七
年
十
一
月
、

　
読
売
新
聞
が
発
行
さ
れ
、
樋
口
家
で
こ
れ
を
購
読
し
、
兄
達
が
声
を
出
し
て
読

　
む
と
ま
だ
三
歳
位
夏
子
が
こ
れ
を
真
似
た
。
そ
れ
が
如
何
に
も
大
人
び
て
ま
せ

　
て
い
た
の
で
周
囲
の
者
が
驚
い
た
と
、
後
に
妹
く
に
子
が
そ
の
母
か
ら
聞
い
た

　
　
　
　
　
注
5

　
そ
う
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
和
田
芳
恵
氏
も
、



樋ロー葉の読書について3

　
　
明
治
十
年
に
小
学
校
に
入
学
し
た
が
、
教
科
書
を
ぢ
き
覚
え
て
し
ま
ふ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
6

　
で
、
教
師
は
夏
子
に
漢
籍
を
教
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
始
末
で
あ
っ
た
。

と
書
い
て
い
る
。
一
葉
の
幼
時
を
彷
彿
と
さ
せ
る
文
章
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
明
治
二
十
六
年
（
数
え
年
二
十
二
歳
）
に
な
っ
て
一
葉
は
下
谷
区
龍

　
　
　
　
　
注
7

泉
寺
町
に
転
居
し
、
十
か
月
ほ
ど
住
ん
で
い
た
が
、
そ
の
間
に
、
「
塵
の
中
」
と

題
す
る
日
記
群
を
残
し
て
い
る
。
俗
塵
の
中
で
商
売
を
し
て
生
計
を
立
て
よ
う
と

し
た
気
持
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
題
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
葉
は
こ
の
日
記
群
の

最
初
の
「
塵
之
申
」
　
（
明
治
二
十
六
年
七
月
十
五
日
か
ら
八
月
十
日
ま
で
）
の
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
8

尾
に
読
け
て
、
七
歳
ご
ろ
か
ら
中
島
歌
子
に
師
事
す
る
ま
で
を
回
想
し
た
文
を
書

き
綴
っ
て
い
る
。

　
そ
こ
に
は
冒
頭
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
さ
ざ
う
し

　
　
七
つ
と
い
ふ
と
し
よ
り
草
々
紙
と
い
ふ
も
の
を
好
み
て
、
手
ま
り
、
や
り
羽

　
子
を
な
げ
う
ち
て
よ
み
け
る
が
、
其
中
に
も
一
と
好
み
け
る
は
、
英
雄
豪
傑
の

　
伝
、
仁
侠
義
人
の
行
為
な
ど
の
そ
ぞ
ろ
身
に
し
む
様
に
覚
え
て
、
凡
て
勇
ま
し

　
く
花
や
か
な
る
が
嬉
し
か
り
き
。
　
（
下
略
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
右
の
記
事
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
数
え
年
の
七
歳
の
こ
ろ
か

ら
、
子
供
ら
し
い
ま
り
つ
き
や
羽
根
つ
き
よ
り
も
草
双
紙
の
類
を
読
み
ふ
け
っ
た

読
書
好
き
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
読
む
本
は
草
双
紙
で
あ
り
、
と
り
わ
け
英
雄
豪

傑
の
伝
で
あ
っ
た
と
い
う
。
草
双
紙
は
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
を
受
け
つ
ぐ
絵
入

り
の
低
俗
読
物
で
あ
り
、
そ
う
い
う
幼
少
年
向
き
の
読
み
物
で
は
な
い
草
双
紙
を

子
供
が
読
む
な
ど
と
い
う
こ
と
を
、
親
が
喜
ぶ
は
ず
も
な
い
。

　
　
な
つ
は
母
の
眼
を
逃
れ
て
、
土
蔵
に
か
く
れ
、
窓
か
ら
射
し
こ
む
薄
明
り
を

　
た
よ
り
に
草
双
紙
類
を
読
み
ふ
け
っ
た
。
そ
の
た
め
、
小
さ
い
時
か
ら
ひ
ど
い

　
　
　
　
　
　
注
9

　
近
眼
に
な
っ
た
。

と
和
田
芳
恵
氏
は
書
い
て
い
る
。
親
の
眼
を
盗
む
よ
う
に
し
て
ま
で
読
書
を
し
た

の
が
草
双
紙
で
あ
り
、
英
雄
豪
傑
の
伝
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
意
外
な
感
を
与
え

る
。
だ
が
、
こ
れ
も
幼
少
年
向
き
の
図
書
の
乏
し
か
っ
た
当
時
と
し
て
は
、
さ
し

て
陛
し
む
こ
と
も
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
草
双
紙
は
低
俗
な
読
み
物
で

は
あ
る
が
、
大
人
を
対
象
と
し
た
本
で
あ
っ
た
か
ら
、
七
歳
の
子
供
に
読
み
や
す

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
し
て
読
書
の

楽
し
さ
を
知
っ
た
一
葉
が
後
年
珠
玉
の
作
品
を
残
す
ま
で
に
は
、
ど
の
よ
う
な
読

書
遍
歴
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
興
味
が
ひ
か
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
読
書
遍
歴
を
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
て
、
樋
口
家
の
蔵
書
・
小
学

校
で
の
国
語
教
材
・
上
野
図
書
館
の
利
用
・
知
友
か
ら
の
図
書
の
借
覧
や
贈
与
に

つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

一

　
一
葉
は
七
歳
の
と
き
か
ら
草
双
紙
を
読
ん
だ
と
い
う
か
ら
、
彼
女
の
身
辺
に
草

双
紙
の
類
が
置
い
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
本
は
た
い

し
た
価
値
も
認
め
ら
れ
る
ま
ま
処
分
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
貸
本
だ
っ
た
の
で
返

却
し
て
し
ま
っ
た
か
、
と
も
か
く
樋
口
家
の
蔵
書
に
は
残
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
0

る
。
塩
田
良
平
博
士
は
『
樋
口
一
葉
研
究
』
の
中
で
樋
口
家
に
現
存
し
て
い
る
蔵

書
中
、
一
葉
在
世
中
か
ら
の
も
の
と
し
て
左
記
の
書
物
を
あ
げ
て
い
る
。
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ω
　
第
　
類
　
詩
歌
・
歌
論

　
　
　
　
　
　
な
ロ

古
今
和
歌
集
（
板
）

新
古
今
和
歌
集
　
全
五
巻
中
二
・
五
巻
（
板
）

後
拾
遺
和
歌
集
上
・
下
（
板
）

千
載
和
歌
集
二
巻
（
板
）

万
葉
集
廿
巻
（
板
）

源
氏
物
語
引
歌
（
板
）

和
漢
朗
詠
集
上
・
下
（
板
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

新
古
今
集
鴨
長
明
家
集
自
讃
歌
（
活
）
日
本
歌
学
全
書
第
七

怜
野
集
一
～
十
二
巻
（
板
）

草
野
集
一
～
十
二
巻
（
板
）

類
題
鴨
河
三
郎
集
（
板
）

類
題
鴨
河
次
郎
集
（
板
）

草
蕎
集
類
題
（
板
）

和
歌
拾
題
（
板
）

花
の
面
影
（
活
）

く
ち
な
し
の
想
出
・
月
・
花
（
板
）

名
家
戯
歌
集
（
板
）

千
と
せ
の
門
乾
・
坤
（
板
）

千
紅
万
紫
初
集
（
板
）

万
紫
千
紅
（
板
）

岡
持
家
集
我
お
も
し
ろ
（
板
）

絵
入
狂
歌
集
（
板
）

丹
鶴
百
人
一
首
宝
庫
（
板
）

　
　
　
　
　
あ
の

和
歌
書
式
（
写
）

鰍
　
秋
寝
覚
上
・
下
（
板
）

初
学
和
歌
式
上
・
下
（
板
）

浜
の
真
砂
上
・
下
（
板
）

和
歌
八
重
垣
七
巻
（
板
）

黙
坐
遣
遣
集
（
板
）
漢
詩

　
　
　
⇔
　
第
二
類
　
物
語
及
び
研
究
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
は

平
家
物
語
巻
一
～
十
二
（
写
不
明
）

好
色
お
ぼ
え
張
（
写
）

竹
取
物
語
（
写
）

伊
勢
物
語
（
写
）

伊
勢
物
語
（
邦
子
写
）

源
氏
物
語
（
活
）
日
本
文
学
全
書
第
八
の
中

竹
取
物
語
伊
勢
物
語
等
（
活
）
目
本
文
学
全
書
第
一

栄
華
物
語
（
板
）

珍
本
全
集
（
活
）

部
屋
三
味
線
（
板
）

傾
城
買
二
筋
道
（
板
）

の
中
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粋
町
甲
閨
（
板
）

野
彌
　
廓
節
要
（
板
）

敦
盛
源
平
桃
（
一
～
五
）
　
一
冊
（
板
）

大
石
兵
六
夢
物
語
上
の
み
（
活
）

根
奈
志
具
佐
（
根
無
草
）
五
の
巻
迄
上
・
下

藤
竹
む
さ
し
あ
ぶ
み
（
写
）

九
雲
夢
（
写
）

湖
月
抄
一
～
五
四
巻
（
板
）

源
氏
抄
一
～
三
（
板
）

源
氏
物
語
年
立
（
板
）

　
　
　
図
　
第
三
類
　
随
筆

徒
然
草
上
・
下
（
板
）

戯
文
軌
範
天
・
地
・
人
（
板
）

狂
文
あ
っ
ま
な
ま
り
上
・
下
（
板
）

鯨職

@
稗
史
三
大
家
文
集
（
板
）

三
馬

風
来
山
ハ
山
部
態
朱
（
板
）

薦
女
小
学
（
板
）

東
京
楽
事
（
板
）

経
済
随
筆
（
写
不
明
）

徒
然
草
金
槌
一
～
十
二
（
板
）

枕
草
子
春
曙
抄
十
二
巻
（
板
）

（
板
）

　
　
　
㈲
第
四
類

月
な
み
消
息
（
写
）

宝
丹
経
験
録
（
活
）

増
補

手
紙
文
集

国
第
五
類
歴
史
書

日
本
外
史
五
・
六
・
七
・
八
巻

（
板
）

　
　
　
因
第
六
類
　
雑

聖
学
自
在
（
写
不
明
）

献
策
（
写
不
明
）

紫
奥
略
談
（
写
不
明
）

三
国
通
覧
図
説
（
写
不
明
）

灘
波
の
夢
二
・
三
・
四
巻
（
写
不
明
）

関
の
秋
風
（
写
不
明
）

吾
嬬
箏
譜
（
板
）

毫
門
指
月
紗
（
板
）

国
産
名
誉
・
正
気
歌
蛇
足
・
遊
行
噴
飯
集
上
・
下
（
活
）

勧
善
訓
蒙
（
板
）

天
然
地
理
書
（
板
）

筆
算
訓
蒙
（
板
）

小
学
高
等
読
本
（
活
）
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栄
暦
（
板
）

畦
部
類
第
三
編
（
板
）

古
文
前
集
三
冊
（
板
）

古
文
真
宝
上
・
下
（
板
）

本
朝
下
記
考
（
板
）

鍮
伽
師
地
論
釈
（
板
）

小
学
内
・
外
篇
（
板
∀

古
註
千
字
文
（
板
）

実
語
教
註
（
板
）

京
都
め
く
里
上
・
下
（
板
）

国
花
万
葉
記
二
十
二
冊
「
（
板
）

尚
古
仮
字
用
格
（
板
）

黒
鉱
　
漢
語
大
和
故
事
一
～
四
（
板
）

勢
至
　
令
典
熟
思
解
初
篇
（
板
）

和
漢
書
画
名
鑑
（
板
）

早
字
引
節
用
集
（
板
）

書
画
集
覧
（
板
）

和
事
始
（
和
漢
事
始
）
全
六
巻
中
一
・
二
・
三
巻
（
板
）

漢
事
始
全
六
巻
中
一
・
二
・
三
巻
（
板
）

年
数
早
見
一
覧
上
・
下
（
板
）

記
事
論
説
大
全
下
の
み
（
板
）

塩
田
博
士
は
、
「
右
の
中
、
則
義
だ
け
が
読
ん
で
一
葉
に
伝
は
つ
た
も
の
も
あ

る
が
、
・
大
部
分
は
一
葉
が
一
応
目
を
通
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
」
と
解
説
し
て
い

る
。　

右
の
書
物
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
古
典
類
の
多
い
こ
と
で
、
当
時
の
教
養

源
の
傾
向
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
古
典
の
読
解
を
助
け
る

た
め
の
注
釈
書
も
当
時
は
少
な
く
、
湖
月
抄
に
よ
り
源
氏
を
読
み
、
春
曙
抄
に
よ

っ
て
枕
草
子
を
読
ん
で
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
右
の
書
物
名
の
下
に

（
写
）
と
あ
る
例
が
か
な
り
あ
る
。
こ
れ
は
一
葉
が
写
本
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ

て
い
る
が
、
塩
田
博
士
に
よ
れ
ば
、
土
佐
日
記
や
源
氏
物
語
桐
壼
の
不
完
全
な
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
5

本
も
残
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
写
本
は
、
版
本
で
あ
れ
写
本
で
あ
れ
、

と
も
か
く
自
分
が
読
も
う
と
す
る
本
を
書
写
し
な
が
ら
覚
え
か
つ
書
法
も
覚
え
て

い
く
と
い
う
古
典
学
習
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
言
え
る
こ
と
は
、
古
典
の
中
で
も
歌
集
の
多
い
こ
と
、
平
安
古
典
の
多
い

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
歌
塾
（
萩
の
舎
）
に
入
門
し
た
こ
と
と
関
係
が
深
い
と
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
歌
の
範
と
し
て
古
歌
を
味
読
す
る
と
と
も
に
、
和
歌
の

道
を
学
ぶ
者
の
基
礎
学
と
し
て
平
安
と
し
て
平
安
古
典
に
親
し
ん
で
い
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
（
な
お
付
言
す
れ
ば
、
萩
の
舎
で
は
、
源
氏
物
語
な
ど
古
典
の
講
義
も

行
わ
れ
た
の
で
あ
る
つ
）

三

　
子
供
の
教
育
に
と
っ
て
学
校
の
占
め
る
役
割
は
大
き
い
。
ま
し
て
、
今
日
の
よ

う
に
学
校
以
外
の
教
育
機
関
が
充
実
し
て
い
る
時
代
と
違
っ
て
、
明
治
十
年
代
に
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お
い
て
は
、
小
学
校
で
の
教
育
が
ど
れ
ほ
ど
大
き
か
っ
た
か
想
像
に
あ
ま
り
あ
る

も
の
で
あ
る
。
一
葉
の
読
書
生
活
に
つ
い
て
も
小
学
校
で
の
教
育
が
大
き
な
位
置

を
占
め
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
6

　
こ
こ
で
、
一
葉
の
学
歴
を
見
直
し
て
お
こ
う
。

　
　
明
治
十
年
（
一
入
七
七
）
　
五
歳
（
満
年
齢
）

　
　
　
三
月
、
本
郷
学
校
に
入
学
、
月
末
に
退
学
。
秋
、
吉
川
富
吉
の
経
営
す
る

　
　
　
私
立
吉
川
学
校
に
入
学
、
　
『
小
学
読
本
』
　
『
四
書
』
の
素
読
を
学
ん
だ
。

　
　
明
治
十
一
年
（
一
入
七
三
）
　
六
歳

　
　
　
六
月
、
吉
川
学
校
下
等
小
学
第
八
級
を
卒
業
七
級
に
進
ん
だ
が
、
こ
の
年

　
　
　
の
う
ち
に
退
学
。

　
　
明
治
十
二
年
（
一
入
七
九
）
　
七
歳

　
　
明
治
十
三
年
（
一
八
八
○
）
　
八
歳

　
　
明
治
十
四
年
（
一
入
八
一
）
　
九
歳

　
　
　
十
一
月
　
下
谷
元
黒
門
町
の
私
立
青
海
学
校
小
学
二
級
後
期
に
入
学
。

　
　
明
治
十
五
年
（
一
入
入
二
）
　
十
歳

　
　
　
十
一
月
　
小
学
一
級
前
期
を
卒
業
。

　
　
明
治
十
六
年
（
一
入
八
三
）
　
十
一
歳

　
　
　
五
月
、
青
海
学
校
小
学
中
等
科
第
一
級
を
五
番
で
卒
業
。
十
二
月
、
同
校

　
　
　
小
学
高
等
科
第
四
級
を
首
席
で
卒
業
。
次
の
第
三
級
に
進
ま
ず
退
学
。

　
右
の
よ
う
に
一
葉
は
、
き
ち
ん
と
満
六
歳
で
就
学
し
た
の
で
は
な
く
、
退
学
ま

で
も
継
続
し
て
通
学
し
て
も
い
な
い
。
こ
う
見
て
く
る
と
一
葉
の
就
学
状
態
は
望

ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
が
、
．
さ
り
と
て
当
時
の
教
育
水
準
か
ら
み

れ
ば
低
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
事
典
の
義
務
教
育
の
項
を
参

照
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
日
本
の
義
務
教
育
制
度
は
、
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
「
学
制
」
に
始
ま

「
る
。
し
か
し
、
実
情
に
即
し
て
い
え
ば
、
一
八
七
九
年
の
「
教
育
令
」
と
翌
一

　
八
八
○
年
の
「
改
正
教
育
令
」
が
そ
の
発
端
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
　
「
改
正

　
教
育
令
」
は
六
歳
か
ら
十
四
歳
ま
で
を
学
齢
と
し
、
「
小
学
三
箇
年
ノ
課
程
」

　
を
終
わ
る
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
「
毎
年
十
六
週
以
上
」
就
学
さ
せ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
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保
護
者
に
義
務
づ
け
て
い
る
…
…
（
下
略
）

　
こ
れ
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
葉
の
就
学
は
規
定
以
上
と
見
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な

お
、
義
務
教
育
は
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
に
四
年
、
一
九
〇
七
年
に
六
年
、

一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
に
入
年
、
　
一
九
四
七
年
に
九
年
に
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
一
葉
の
就
学
状
況
を
論
じ
た
い
の
で
は
な
く
、
そ
の
就

学
期
間
に
ど
の
よ
う
な
国
語
教
材
を
読
ん
で
い
た
か
を
調
べ
て
み
た
い
の
で
あ

り
、
本
題
に
論
を
も
ど
し
て
い
こ
う
。

　
前
に
あ
げ
た
二
葉
年
譜
し
の
明
治
十
年
の
項
に
一
葉
が
『
小
学
読
本
』
と

『
四
書
』
を
学
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
『
小
学
読
本
』
を
学
ん
だ
と

い
う
こ
と
は
、
文
部
省
の
定
め
に
よ
る
，
『
読
本
』
を
読
ん
だ
証
拠
ど
な
る
だ
ろ

う
。
で
は
、
明
治
前
期
に
お
け
る
教
科
書
編
纂
の
事
情
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た

ろ
う
か
。
長
谷
川
泉
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
学
校
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
当
然
教
科
書
の
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
新

　
政
府
に
文
部
省
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
年
で
あ
る
。
文
部
省
は
編
纂
寮

　
の
設
立
、
さ
ら
に
東
京
師
範
学
校
、
お
よ
び
文
部
省
編
集
課
で
小
学
教
科
書
の
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編
纂
に
着
手
し
、
明
治
十
三
年
に
は
編
纂
局
を
置
い
て
編
纂
の
作
業
を
推
進
し

　
た
。
そ
の
一
方
、
公
私
の
著
訳
書
で
教
科
書
と
す
る
に
足
る
も
の
は
、
そ
の
書

　
目
を
示
し
て
、
単
な
る
営
利
の
図
書
を
排
除
す
る
こ
と
を
な
し
た
。
明
治
十
八

　
年
に
は
文
部
省
編
纂
の
図
書
が
三
百
余
種
に
及
ん
だ
。
ま
た
府
県
か
ら
報
告
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
1
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求
め
た
採
用
教
科
書
は
九
百
二
十
五
種
で
あ
っ
た
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
一
葉
就
学
時
の
教
科
書
は
、
文
部
省
に
お
い
て
編
集
し
た
も

の
と
、
文
部
省
で
教
科
書
と
す
る
に
足
る
と
し
た
書
物
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
お
お
む
ね
教
科
書
は
足
り
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
一
葉
は
具
体
的
に
ど
ん
な
国
語
教
科
書
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
】

葉
の
年
譜
に
明
治
十
年
に
吉
川
学
校
に
入
り
、
『
小
学
読
本
』
を
読
ん
だ
と
あ
る
。

私
の
手
許
に
は
、

　
A
　
師
範
学
校
編
纂
『
小
学
読
本
』
　
明
治
七
年
入
月
改
正
　
文
部
省
刊
行

　
　
く
田
中
義
廉
編
纂
V

　
B
　
『
小
学
読
本
』
　
明
治
七
年
五
月
　
文
部
省
　
〈
榊
原
芳
野
編
次
〉

が
あ
る
が
、
A
の
初
版
は
明
治
六
年
三
月
で
、
翻
訳
文
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
て
い

た
。
特
に
巻
一
、
二
な
ど
は
当
時
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
普
及
し
て
い
た
ウ
ィ
ル
ソ

ン
・
リ
ー
ダ
ー
の
翻
訳
に
よ
っ
て
い
た
。
「
七
年
版
は
六
年
版
の
不
自
然
な
直
訳

を
改
め
、
わ
が
国
の
事
情
や
児
童
の
程
度
に
応
ず
る
よ
う
に
全
体
に
わ
た
っ
て
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
9

正
を
加
え
」
た
と
い
う
こ
と
で
お
る
。
B
の
初
版
も
明
治
六
年
で
、
首
巻
お
よ
び

五
巻
か
ら
な
っ
て
い
る
。
明
治
七
年
五
月
の
改
正
で
首
巻
が
巻
】
に
収
め
ら
れ
て

五
冊
本
に
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
両
教
科
書
の
内
容
で
あ
る
が
、
A
田
中
本
は
文
明
開
化
の
時
代
を
反
映
し

て
い
る
。
『
小
学
読
本
巻
一
』
の
「
第
一
」
を
示
す
と
、

　
凡
地
球
上
の
人
種
は
、
五
に
分
れ
た
り
、
亜
細
亜
人
種
、
欧
羅
巴
人
種
、
馬
来

　
人
種
、
亜
米
利
加
人
種
、
亜
弗
利
加
人
種
、
是
な
り
、
日
本
人
は
、
亜
細
亜
人

　
種
の
中
な
り
」

　
人
に
、
賢
き
も
の
と
、
愚
な
る
も
の
と
あ
る
は
、
多
く
学
ぶ
と
学
ば
ざ
る
と
に

　
由
り
て
な
り
、
賢
き
も
の
は
、
世
に
用
い
ら
れ
て
、
愚
な
る
も
の
は
、
人
に
捨

　
て
ら
る
ン
こ
と
、
常
の
歪
な
れ
ば
、
幼
稚
の
と
き
よ
り
、
能
く
学
び
て
、
賢
き

　
も
の
と
な
り
、
必
無
用
の
人
と
、
な
る
こ
と
な
か
る
れ
、

　
幼
稚
の
と
き
は
、
先
ツ
日
用
什
器
の
、
名
を
記
し
て
、
其
用
ゐ
方
を
、
知
る
べ

　
し
○
筆
は
、
字
を
写
し
、
又
画
を
写
す
具
な
り
、
○
算
盤
は
、
物
を
数
ふ
る
、

　
用
に
供
す
、
○
文
庫
は
書
籍
を
納
る
》
、
箱
な
り
、
箪
笥
は
、
衣
裳
な
ど
を
入

　
る
器
な
り
（
以
下
略
。
文
中
旧
字
体
は
新
宇
体
に
。
以
下
同
じ
）

と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
語
文
体
で
あ
り
、
漢
字
な
ど
も
小
学
校
一
年
生
用
と

し
て
は
む
ず
か
し
い
。
も
っ
と
も
、
ご
く
最
初
の
入
門
用
と
し
て
は
、
『
小
学
綴

注
2
0

字
書
』
と
い
っ
て
、
「
い
ろ
は
」
や
「
五
十
音
図
」
や
一
種
の
単
語
集
を
収
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
1

書
物
、
あ
る
い
は
『
小
学
入
門
』
と
い
っ
て
、
「
五
十
音
図
」
　
「
数
字
」
　
「
単
語

図
」
　
「
連
語
図
」
　
「
線
及
度
図
」
や
図
形
な
ど
を
収
め
た
書
物
を
用
い
た
教
育
も

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
右
に
示
し
た
『
小
学
読
本
』
の
「
巻
一
」
は
明

治
十
六
年
刊
の
『
小
学
読
本
』
　
「
巻
一
　
初
等
科
」
（
原
亮
策
纂
述
）
の
　
「
第
一

課
」　

　
　
　
処
・
足
・
歩
・
道

　
　
と
ほ
き
処
に
　
ゆ
く
に
　
ひ
と
足
づ
ン
　
歩
み
を
は
こ
び
て
　
や
ま
ざ
れ
ば
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い
つ
し
か
　
そ
こ
に
い
た
る
べ
し
　
を
し
へ
の
道
も
　
ま
た
　
か
く
の
ご
と

　
　
し

ょ
り
も
か
な
り
む
ず
か
し
い
。
し
か
し
、
田
中
本
の
「
凡
地
球
上
の
人
種
は
、
五

に
分
れ
た
り
、
…
…
目
本
人
は
亜
細
亜
人
の
中
な
り
」
の
文
は
、
小
学
生
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
2

て
暗
記
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
瓢
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
し
て
か
、
春

の
作
文
と
い
え
ば
「
吾
一
瓢
を
た
つ
さ
へ
て
墨
堤
に
遊
ぶ
」
と
書
い
た
と
い
う
往

時
の
小
学
生
の
姿
を
髪
髭
と
さ
せ
る
話
で
あ
る
。

　
田
中
本
は
巻
三
ま
で
に
種
々
の
読
み
物
教
材
を
組
み
合
わ
せ
、
論
叢
は
天
体
、

空
気
、
水
な
ど
と
理
科
的
教
材
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
リ

ー
ダ
ー
と
同
じ
編
集
方
針
に
よ
っ
て
い
る
。

　
次
に
B
榊
原
本
に
触
れ
て
み
よ
う
。
ま
ず
『
読
本
首
巻
』
に
「
い
ろ
は
」
　
「
五

十
音
図
」
と
「
漢
字
表
」
　
（
数
、
十
千
、
十
二
支
、
形
、
色
…
…
そ
の
他
の
項
目

別
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
次
い
で
「
巻
一
」
は

匪
｛
家

　
人
の
住
所
の
総
名
な
り
」
柱
、
梁
、
桁
、
棲
等
を
具
へ
て
作
る
」
又
屋
根
に
瓦

　
葺
、
草
葺
等
有
り
」
其
明
を
引
く
処
を
窓
と
い
ひ
」
出
入
る
処
を
門
と
い
ふ

と
絵
入
り
で
始
め
ら
れ
、
以
下
身
辺
の
動
植
物
、
日
用
品
等
の
名
称
を
あ
げ
、
絵

入
り
で
解
説
し
て
い
る
。
巻
二
、
巻
三
も
単
語
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
巻

二
の
十
二
ま
で
は
天
文
、
地
理
に
関
す
る
も
の
、
十
三
以
下
十
七
ま
で
は
人
体
・

人
倫
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
巻
町
は
目
常
生
活
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
巻

四
、
巻
五
億
和
漢
洋
の
史
話
な
ど
か
ら
取
材
し
た
教
訓
的
な
文
章
が
多
い
。
こ
れ

ら
は
言
う
ま
で
も
な
く
文
語
文
体
で
、
漢
字
も
む
ず
か
し
い
複
雑
な
文
字
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
な
り
に
当
時
の
小
学
生
は
消
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
再
び
一
葉
の
年
譜
を
見
る
と
、
　
「
明
治
十
六
年
五
月
、
青
海
小
学
校
中
等
科
第

一
級
を
五
番
で
卒
業
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
学
中
等
科
で
は
ど
ん
な
国
語
教
科

書
を
使
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
木
沢
成
粛
編
輯
『
小
学
中
等
読

本
』
　
（
明
治
十
四
年
六
月
二
八
日
版
権
免
許
）
が
あ
る
。
こ
の
本
は
、

　
文
部
省
の
新
頒
教
則
、
中
等
三
期
二
、
漢
文
置
戸
和
文
を
無
欲
ス
ル
ノ
課
業
ア

　
リ
、
其
綱
領
二
照
準
シ
、
漢
文
読
本
を
編
輯
シ
、
又
之
ヲ
訳
シ
テ
和
文
ト
ナ
ス
、

　
其
校
生
徒
ノ
便
宣
二
因
リ
、
各
之
ヲ
採
用
ス
ル
為
二
、
此
撰
ア
ル
所
以
ナ
リ

と
し
、
漢
文
の
も
の
三
巻
、
和
文
の
も
の
三
巻
よ
り
成
っ
て
い
る
。
内
容
は
「
凡

例
」
の
四
番
目
に

　
我
国
、
君
臣
ノ
大
義
名
分
を
重
ン
ス
ル
ハ
、
国
体
ノ
然
う
シ
ム
ル
所
以
ナ
リ
、

　
故
二
此
書
、
多
ク
勤
王
愛
国
ノ
事
蹟
ヲ
抄
出
ス
、
其
要
生
徒
二
品
ノ
問
固
有
ノ

　
義
気
ヲ
奮
発
ス
ル
ニ
在
ル
ノ
ミ

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　
具
体
例
を
三
文
示
し
て
お
こ
う
。

　
○
道
隆
ノ
容
儀

　
　
藤
摂
政
道
隆
・
寒
詣
ヲ
好
ム
、
酔
ト
錐
少
時
ニ
シ
テ
便
チ
醒
メ
、
衣
冠
整
然

　
　
タ
リ
、
公
事
有
レ
バ
人
馬
ヲ
扶
ケ
テ
車
上
二
上
ラ
シ
ム
、
或
ハ
盛
服
ヲ
著

　
　
テ
、
車
上
二
橿
臥
ス
、
然
レ
ト
モ
事
二
臨
メ
ハ
警
醒
シ
テ
、
容
儀
少
ク
モ
損

　
　
セ
ズ
（
巻
一
）

　
○
少
年
慾
憶
ス
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益
軒
嘗
テ
江
戸
ヨ
リ
帰
ル
、
路
ヲ
海
上
二
五
ル
、
同
船
数
人
、
名
姓
相
知
ラ

　
　
ズ
、
雑
然
ト
シ
テ
相
対
シ
、
喋
々
ト
シ
テ
相
語
ス
、
中
一
二
少
年
ア
リ
、
充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
顔
ニ
シ
テ
経
義
ヲ
談
ス
、
侶
傲
驕
慢
、
傍
人
ナ
キ
が
如
シ
、
益
軒
之
ヲ
聴

　
　
キ
、
黙
シ
テ
言
ナ
シ
、
既
ニ
シ
テ
船
・
単
二
達
ス
、
是
ユ
於
テ
各
・
其
郷
貫

　
　
姓
名
ヲ
告
グ
、
少
年
始
メ
テ
益
軒
タ
ル
コ
ト
ヲ
シ
レ
リ
、
恵
然
ト
シ
テ
自
ラ

　
　
容
レ
ラ
レ
ザ
ル
が
如
ク
、
其
姓
名
ヲ
告
ゲ
ズ
、
鼠
窟
シ
テ
去
ル
（
巻
二
）

　
○
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
の
堅
実

　
　
　
　
ウ
エ
リ
ン
ト
ン

　
　
英
人
空
林
登
性
剛
毅
堅
実
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
私
欲
ヲ
脱
シ
良
心
ヲ
保
チ
、
、

　
　
国
ヲ
愛
シ
、
人
ヲ
愛
シ
、
職
分
ヲ
守
り
テ
失
ハ
ズ
、
大
難
難
二
遇
ト
錐
、
泰

　
　
然
ト
シ
テ
、
之
二
処
シ
、
毫
モ
狼
狽
躊
躇
セ
ス
、
冤
抑
二
遇
ト
錐
、
憤
悶
セ

　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
ス
、
其
才
略
将
相
ノ
任
二
勝
ヘ
タ
リ
、
其
少
壮
ノ
時
、
果
敢
ニ
シ
テ
怒
り
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
シ
、
重
用
セ
ラ
ル
、
二
及
ヒ
テ
、
自
省
ミ
テ
怒
ヲ
コ
ラ
シ
、
．
大
二
忍
耐
力
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
ツ

　
　
得
タ
リ
、
旦
敢
テ
誇
ラ
ズ
、
貧
吝
ノ
念
ナ
ク
、
嗜
欲
ノ
弊
ナ
シ
、
真
二
不
世

　
　
出
ノ
英
傑
ト
謂
ベ
シ
（
巻
三
）

　
右
の
例
は
、
各
巻
よ
り
無
作
為
に
選
ん
で
紹
介
し
た
の
で
あ
る
が
、
文
体
は
漢

文
訓
読
体
で
あ
り
、
話
題
は
、
右
の
例
は
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
が
、
中
国
の

の
話
も
あ
り
、
要
す
る
に
和
漢
洋
の
著
名
な
話
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
・

　
ま
た
、
こ
こ
に
明
治
十
七
年
四
月
版
権
免
許
、
九
月
発
行
の
『
小
学
中
等
新
選

読
本
』
　
（
百
束
三
助
・
河
原
一
郎
閲
・
平
井
義
直
編
纂
）
が
あ
る
。
明
治
十
七
年

と
言
え
ば
も
う
一
葉
は
学
校
を
退
い
て
い
る
が
、
こ
の
本
も
何
ら
か
の
先
行
教
科

書
を
ふ
ま
え
て
編
述
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
や
は
り
一
葉
就
学
時

代
の
教
科
書
を
さ
ぐ
る
参
考
に
は
な
ろ
う
。
こ
の
教
科
書
は
仮
名
交
じ
り
三
巻

（
三
巻
は
三
下
二
冊
）
と
漢
文
三
巻
の
計
六
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
例
言
に
よ
れ

ば
「
此
書
或
ハ
修
身
上
ノ
格
言
事
実
或
ハ
歴
史
或
質
地
理
外
ハ
博
物
或
ハ
理
化
或

ハ
雑
話
小
豊
田
」
を
集
め
た
も
の
で
、
総
合
読
本
の
趣
を
見
せ
て
い
る
。

　
こ
の
教
科
書
の
巻
四
、
五
、
六
は
漢
文
で
あ
る
が
、
こ
の
漢
文
は
現
在
の
高
校

生
で
は
苦
心
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
出
典
を
最
初
か
ら
順
次
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
巻
重
複
作
品
は
省
略
）

　
皇
朝
史
略
　
大
日
本
史
　
入
蜀
記
　
　
十
入
三
略
　
近
世
叢
語
　
国
史
纂
論

　
日
記
故
事
　
蒙
求
　
名
賢
言
行
略
　
近
古
史
談
　
先
哲
…
叢
談
　
塩
谷
宏
陰
の
文

　
赤
穂
四
十
七
士
伝
　
扶
桑
蒙
求
　
名
節
録
　
純
正
蒙
求
　
読
日
本
紀
　
呉
船
録

　
劉
氏
人
譜
　
続
近
世
叢
語
　
博
物
新
編
　
世
説
　
孔
子
家
語
．
　
，
　
（
巻
四
）

　
皇
朝
史
略
　
日
本
外
史
　
十
入
史
略
　
先
哲
叢
談
　
入
緑
眼
　
大
日
本
史

　
劉
氏
人
譜
　
近
世
叢
語
　
蘇
東
披
の
文
　
劉
向
霊
苑
　
畜
徳
録
　
近
古
史
談

　
霊
草
　
斎
藤
拙
堂
の
文
　
続
皇
朝
史
　
略
　
智
嚢
　
赤
穂
四
十
七
士
伝
　
鳩
巣

　
の
文
　
名
賢
言
行
略
　
日
記
故
事
　
国
史
三
論
　
扶
桑
蒙
求
　
宋
名
臣
言
行
録

　
続
近
世
叢
語
　
安
井
息
軒
の
文
　
大
東
世
語
　
純
正
玉
薬
　
塩
谷
宕
陰
の
文

　
名
節
録
　
長
野
豊
山
の
文
　
林
鶴
梁
の
文
欧
陽
脩
の
文
　
柴
野
栗
山
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
五
）

　
塩
谷
簑
山
の
文
　
名
賢
言
行
略
皇
朝
史
略
　
蒙
古
　
先
哲
叢
談
　
近
世
叢
語

　
純
正
蒙
求
　
林
鶴
梁
の
文
　
十
八
本
瓦
　
宋
名
臣
言
行
録
　
日
本
外
史
　
智
嚢

　
続
皇
朝
史
略
　
国
史
纂
論
赤
穂
四
十
七
伝
　
尾
藤
二
州
の
文
　
続
近
世
叢
語

　
入
蜀
記
　
近
世
叢
語
　
大
日
本
史
　
近
古
史
談
　
安
積
艮
斎
の
文
　
名
節
録

　
鳴
子
春
秋
　
五
井
野
州
の
文
　
扶
桑
蒙
求
　
博
物
新
編
　
日
記
故
事
　
劉
向
説
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苑
　
坂
井
虎
山
の
文
　
森
田
節
斎
の
文
　
塩
谷
宕
陰
の
文
　
佐
藤
一
斎
の
文

　
こ
こ
に
周
知
の
二
文
を
紹
介
し
て
お
く
。
　
（
返
り
点
、
送
り
仮
名
は
『
日
本
教

科
書
大
系
』
〈
近
代
編
4
・
講
談
社
版
〉
の
ま
ま
）
。

　
　
　
義
家
学
二
兵
書
一

　
　
　
　
　
テ
キ
リ
　
　
　
ノ
ニ
ス
　

ノ
　

ヲ
　
　
　
　
テ

　
源
義
家
。
嘗
過
二
關
白
頼
通
第
鱒
談
二
陸
奥
軍
事
一
。
大
江
匡
房
。
隔
レ

　
ヲ
　
　
テ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ク
ハ
　
　
ル
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ユ

　
座
聞
レ
之
日
。
彼
有
二
将
才
司
惜
不
レ
知
二
兵
法
一
也
。
従
者
告
二
之
義
家
司

　
　
　
　
ク
　
　
レ
　
　
ハ
　
ラ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ル
ヲ
　
　
テ
　
　
　
　
ニ
　
　
ス
　
　
ヲ
　
　
　
　
タ
　
　
シ
　
　
エ

　
義
家
謂
。
其
或
有
レ
之
。
見
ゴ
匡
房
出
一
就
二
其
車
一
拝
レ
之
。
禮
甚
恭
。
遂

　
ト
シ
テ
　
ヲ
　
　
フ
　
　
　
　
ヲ

　
師
レ
之
学
二
兵
書
鱒
（
大
日
本
史
）
　
（
小
学
中
等
新
撰
読
本
巻
四
）

　
　
韓
信
出
二
三
下
一

　
　
ノ
シ
テ
テ
ノ
ニ
ス
ノ
ミ
ョ

前
漢
韓
紅
家
貧
。
嘗
従
二
下
郷
南
昌
亭
長
一
食
。
亭
長
妻
苦
レ
之
。

チ
ニ
キ
ニ
ス
　
　
ク
メ
ニ
セ
ヲ
　
ラ
チ
り
り
　
ニ

廼
農
炊
藤
食
。
食
時
信
往
。
不
二
為
具
ウ
食
。
信
自
絶
去
。
至
二
城
下
…

　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ヲ
　
ス
ル
コ
ト
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
セ
ン
　
　
ニ

釣
。
有
二
一
漂
母
殉
哀
レ
之
飯
レ
信
数
十
日
。
信
日
。
吾
必
重
報
レ
母
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
ラ
　
フ
コ
ト
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ム
　
　
ヲ
　
　
ニ
　
マ
ン
　
　
ヲ

母
日
。
大
丈
夫
不
レ
能
二
自
食
而
吾
哀
二
王
孫
一
二
進
レ
食
。
豊
望
レ
報

　
　
　
ノ
リ
ヲ
シ
テ
ヲ
ク
セ
ハ
セ
ヲ
ハ
ハ
テ
ヨ

乎
。
准
陰
少
年
又
侮
レ
信
。
衆
謡
馬
引
一
日
。
即
死
刺
レ
我
。
不
レ
能
出
口
跨

ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
シ
テ
　
　
ツ
　
　
　

ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
テ
　
　
ス
　
　
ト
　
　
テ
　
　
　

ル
ニ
　
　
　
　
ド

下
殉
信
熟
視
。
製
出
二
跨
下
↓
一
市
皆
笑
以
為
レ
怯
。
及
誠
信
為
二
楚
王
舶

　
シ
ヲ
ヒ
　
ビ
ノ
ニ
ヲ
ハ
　
テ
ヲ
ト
ム

召
二
漂
母
一
賜
二
千
金
及
下
郷
亭
長
征
百
鱒
公
小
人
。
為
レ
徳
不
ヒ
覚
。

シ
テ
　
ム
ル
　
　
ヲ
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
ト
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
ム
ル

召
辱
レ
巳
小
年
一
以
為
論
中
尉
殉
告
二
諸
将
相
一
日
。
此
批
士
也
。
方
辱
レ

　
ヲ
　
　
　
　
　
ゾ
　
ン
ヤ
　
　
ハ
　
ス
ル
コ
ト
　
ス
ル
モ
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
キ
シ
ナ
リ

我
時
。
寧
不
レ
能
レ
死
。
死
レ
之
無
名
。
故
忍
而
就
レ
之
。
（
蒙
求
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
中
等
新
撰
読
本
巻
五
）

以
上
の
よ
う
な
国
語
教
材
に
触
れ
て
い
た
と
考
え
る
と
、
一
葉
の
就
学
状
態
は

き
ち
ん
と
し
た
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
た
い
へ
ん
よ
い
成
績
で
高
等
科
第
四

級
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
文
、
漢
文
の
読
解
力
は
か
な
り
あ
っ
た
も
の

と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
当
時
は
文
語
文
が
盛
ん
に
書
か
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
か

ら
、
彼
女
は
か
な
り
自
由
に
家
に
あ
る
書
物
や
貸
本
屋
か
ら
…
借
り
た
草
双
紙
な
ど

も
読
む
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四

明
治
二
十
四
年
六
月
十
日
の
日
記
に
、

　
朝
よ
り
空
く
も
る
。
み
の
子
ぬ
し
と
と
も
に
、
今
日
は
図
書
館
に
書
物
み
に

　
　
　
　
な
り
　
　
　
　
　
　
つ
い
で
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
ゆ
か

行
か
ん
の
約
成
し
か
ば
、
序
を
も
て
灸
治
に
も
行
ば
や
と
て
、
ひ
る
よ
り
家
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
く

出
て
下
谷
に
行
く
。
二
時
頃
よ
り
、
み
の
子
ぬ
し
と
共
に
図
書
館
に
行
。
六
時

帰
宅
す
。

と
一
葉
は
書
い
て
い
る
。
こ
れ
が
、
図
書
館
へ
行
っ
た
こ
と
が
日
記
に
初
め
て
で

て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
る
し
、
実
際
に
一
葉
と
し
て
は
初
め
て
図
書
館
に
行
っ
た
日

と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
日
か
ら
一
葉
の
図
書
館
通
い
は
始
ま
っ
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
3

る
。
図
書
館
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
い
わ
ゆ
る
上
野
の
図
書
館
で
あ
り
、
一
葉

に
と
っ
て
の
大
切
な
学
問
所
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　
そ
こ
で
、
最
初
に
一
葉
が
図
書
館
へ
行
っ
た
日
と
借
り
た
本
お
よ
び
同
行
者
を

一
葉
の
日
記
を
資
料
に
し
て
表
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

旧
館
へ
行
．
㎜
借

6

19

明
24

6

10

り

た
　
本

同
　
行
　
者

田
中
み
の
子

田
中
み
の
子
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本
三
文
粋
　
雨
夜
の
と
も
し
火
　
五
雑
姐

日
本
紀
　
花
月
草
紙
　
月
次
消
息

太
平
記
　
今
昔
物
語
（
東
回
）

太
平
楽
（
大
和
物
語
）

太
田
南
畝
・
藤
井
瀬
斎
の
随
筆

（
陶
器
の
こ
と
を
取
り
調
べ
る
た
め
）

（
陶
器
の
こ
と
を
取
り
調
べ
る
た
め
）

国
辱
物
語
　
三
山
夜
課
　
哲
学
会
雑
誌

奇
々
物
が
た
り
　
く
せ
物
語
　
昔
々
も
の

が
た
り
　
各
国
周
遊
記
　
雨
中
問
答

乗
合
ば
な
し

御
伽
碑
子

〈
閉
館
の
た
め
帰
る
〉

田
中
み
を
の
（
に
会
う
）

田
中
み
の
子
（
に
会
う
）

〈
備
考
＞

1
　
日
付
の
み
で
書
名
の
示
さ
れ
て
い
な
い
目
は
、
一
葉
の
日
記
に
図
書
館
に
行
っ
た

　
　
こ
と
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
日
で
あ
る
。

2
　
書
名
が
（
　
）
で
囲
ま
れ
て
い
る
の
は
、
借
り
た
だ
け
で
読
ま
な
か
っ
た
も
の
。

　
こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
一
葉
の
図
書
館
通
い
は
、
明
治
二
十
四
年
、
数

え
年
二
十
歳
の
初
夏
の
こ
ろ
か
ら
、
二
十
六
年
二
十
二
歳
の
秋
ま
で
で
あ
る
こ

と
。
そ
の
ほ
か
に
も
行
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
何
回
で
も
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
で
、
こ
の
表
に
つ
い
て
、
二
、
三
の
こ
と
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
4

　
ま
ず
第
　
は
、
田
中
み
の
子
と
誘
い
合
っ
て
図
書
館
に
通
い
始
め
た
こ
と
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ぎ
　
　
や

る
。
田
中
み
の
子
は
、
歌
塾
萩
の
舎
で
親
し
く
し
た
年
上
の
友
人
で
あ
っ
た
。
一

葉
と
同
じ
年
の
伊
東
夏
子
と
年
上
の
み
の
子
の
三
人
は
貴
族
、
顕
官
の
令
夫
人
、

令
嬢
の
多
か
っ
た
萩
の
舎
の
中
で
平
民
組
と
称
し
て
仲
よ
く
し
て
い
た
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
や
　
　
　
や
な

た
。
当
時
伊
東
夏
子
は
神
田
甲
賀
町
に
住
ん
で
お
り
、
田
中
み
の
子
は
下
谷
区
谷

か中
町
に
住
ん
で
い
た
。
図
書
館
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
同
行
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
一
葉
が
図
書
館
へ
通
い
出
し
た
の
は
な
ぜ
か
、
そ
れ
は
小
説
の
執
筆
を
志
す

よ
う
に
な
っ
て
読
書
力
の
不
足
に
気
づ
い
た
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
一
葉
の
図
書
館
通
い
の
目
的
に
小
説
の
種
さ
が
し
が
あ
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
明
治
二
十
五
年
九
月
十
六
日
の
日
記
に
は
、

　
　
十
六
日
　
晴
天
。
図
書
館
へ
た
ね
さ
が
し
に
行
く
。
　
（
下
略
）

と
あ
る
。
自
分
の
創
作
の
な
ん
ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と
考
え
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
九
月
十
五
日
に
は
「
う
も
れ
木
」
を
書
き
上
げ
て
田
辺
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
5

圃
（
後
、
三
宅
姓
）
に
届
け
て
い
る
。
そ
の
翌
日
図
書
館
へ
行
っ
た
の
は
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
6

作
を
考
え
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
　
「
う
も
れ
木
し
と
図
書
館
で
陶
器
の
こ
と
を
調
べ
た
こ
と
と
の
関
係

で
あ
る
。
　
「
う
も
れ
木
」
は
赤
貧
を
い
と
わ
ず
薩
摩
陶
器
に
う
ち
込
む
陶
工
を
描

い
た
口
腔
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
五
年
七
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日
を
合
わ
せ
た



樋口　一一葉の読書について13

目
記
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
り

　
　
一
＝
日
二
日
と
、
図
書
館
に
通
ふ
。
陶
器
の
こ
と
亡
し
ら
べ
ん
と
て
也
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
葉
が
小
説
の
師
半
井
桃
水
と
の
男
女
関
係
を
疑
わ
れ
、
や

む
な
く
桃
水
の
も
と
を
離
れ
た
と
き
、
萩
の
舎
の
先
輩
花
圃
が
一
葉
の
作
品
を
当

時
の
一
流
雑
誌
『
都
の
花
』
に
紹
介
し
よ
う
と
い
う
こ
と
な
に
な
り
、
七
月
十
九

日
に
は
陶
工
で
あ
っ
た
次
兄
虎
之
助
に
「
御
も
と
様
に
御
相
談
申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

事
有
之
」
と
手
紙
を
送
っ
た
り
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
直
後
、
図
書
館
に
行

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
月
二
十
七
日
の
日
記
に
は
「
い
た
く
勉
強
し
た
り
」
、

二
十
九
日
に
は
「
小
説
勉
強
す
」
、
九
月
五
日
に
は
、
「
芝
よ
り
兄
君
来
る
。
」
、
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

日
に
は
、
「
今
日
は
筆
こ
と
の
外
動
き
て
く
う
も
れ
木
の
V
一
回
分
書
き
終
え
た

り
。
」
と
あ
り
、
や
が
て
十
五
日
の
脱
稿
に
至
っ
て
い
る
。

　
第
四
は
、
下
谷
器
品
泉
寺
町
に
転
居
後
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
、
ま
た
図
書
館

に
通
い
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
十
月
九
日
の
日
記
に

　
　
　
　
　
こ
の

　
　
晴
れ
。
此
二
日
よ
り
、
晴
雨
と
も
に
日
々
図
書
館
に
か
よ
ひ
て
暮
し
け
る

　
　
が
、
今
日
は
え
ゆ
か
で
、
奥
な
る
一
問
に
こ
も
り
て
書
を
よ
む
。
店
は
昨
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ち
み

　
　
よ
り
う
れ
高
い
と
多
く
成
り
て
邦
子
の
い
そ
が
し
き
こ
と
起
居
ひ
ま
な
し
。

　
　
さ
る
は
近
き
処
に
も
と
よ
り
即
け
る
家
の
、
我
家
に
う
り
ま
け
て
店
と
ち
け

　
　
る
が
二
軒
あ
る
よ
し
に
聞
け
ば
、
そ
れ
が
為
な
る
に
や
。
さ
し
も
き
そ
ひ
心

　
　
な
ど
の
有
る
に
も
非
ず
、
お
の
つ
か
ら
に
ま
か
せ
て
商
ふ
も
の
か
ら
、
店
を

　
　
あ
っ
か
る
国
子
に
運
と
い
ふ
も
の
の
あ
れ
ば
な
る
べ
し
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
八
月
に
開
店
し
た
荒
物
の
店
も
順
調
に
営
業
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
文
学
の
道
を
捨
て
て
商
売
に
よ
っ
て
生
活
を
立
て
よ
う
と

し
、
母
と
一
葉
と
妹
の
三
人
で
塵
の
中
に
立
ち
、
そ
の
前
途
に
よ
う
や
く
光
明
が

見
え
て
き
た
と
き
、
一
葉
は
ま
た
図
書
館
に
通
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
大
決
心
の

も
と
に
商
売
の
道
に
入
っ
た
者
の
行
動
と
し
て
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。
だ

が
そ
れ
に
は
事
情
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
よ
り
先
、
こ
れ
ま
た
花
圃
の

紹
介
で
『
文
学
界
』
へ
の
執
筆
を
勧
め
ら
れ
、
二
十
六
年
三
月
に
「
雪
の
日
」
を

発
表
し
て
以
後
、
　
『
文
学
界
』
の
星
野
天
知
か
ら
し
ば
し
ば
寄
稿
を
勧
め
ら
れ
て

注
2
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
2
8

い
た
。
そ
し
て
一
葉
自
身
も
創
作
を
や
め
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

商
売
も
順
調
だ
っ
た
が
、
そ
ん
な
と
き
、
ま
た
星
野
天
知
か
ら
『
文
学
界
』
へ
の

寄
稿
を
う
な
が
し
て
き
た
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
十
月
二
十
五
日
平
田
秀
木
が
来
訪

し
て
『
文
学
界
』
へ
の
寄
稿
を
勧
め
た
し
、
一
葉
も
こ
れ
に
応
ず
る
約
束
を
し
た

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
十
月
、
十
一
月
の
図
書
館
通
い
が
あ
っ
た

の
で
あ
り
、
十
二
月
発
表
の
「
琴
の
音
」
へ
と
結
晶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五

　
一
葉
の
読
書
は
、
以
上
の
ほ
か
に
友
人
・
知
人
か
ら
の
図
書
の
借
覧
に
よ
っ
て

も
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
葉
が
他
家
を
訪
問
し
た
と
き
に
借
り
た
場
合
も

あ
り
、
知
友
が
…
葉
宅
を
訪
ね
た
と
き
持
参
し
た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
「
文
学

界
」
な
ど
の
雑
誌
は
出
版
元
か
ら
送
ら
れ
た
こ
と
も
多
く
、
一
葉
は
か
な
り
て
い

ね
い
に
読
み
、
　
＝
部
は
日
記
に
感
想
を
書
き
留
め
て
い
る
例
も
あ
る
。
次
に
、
日

記
の
中
か
ら
こ
う
し
た
例
を
抜
き
出
し
て
み
よ
う
。
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事

項

妹
邦
子
が
関
場
悦
子
よ
り
書
物
を
借
り
て
く
る
。
学
海
居
士
の
「
十

津
川
」
も
あ
る
。

前
島
菊
子
（
密
の
娘
）
か
ら
『
む
ら
竹
』
と
十
三
小
史
十
二
冊
を
借

り
る
。

関
場
か
ら
『
日
本
外
史
』
　
『
吉
野
拾
遺
』
を
借
り
る
。

吉
田
（
実
？
）
来
訪
。
　
『
日
本
外
史
』
（
足
利
・
北
条
）
を
貸
し
て
行

く
。邦

子
が
野
々
宮
き
く
子
よ
り
『
女
学
雑
誌
』
他
を
借
り
る
。

山
下
直
一
よ
9
借
9
た
『
早
稲
田
文
学
』
を
読
む
。

田
中
み
の
子
か
ら
新
刊
小
説
を
借
り
て
読
む
。

荻
野
二
一
よ
り
書
物
を
借
り
る
。

荻
野
よ
り
借
り
た
雑
誌
・
山
東
京
師
編
『
く
も
の
糸
巻
』
を
通
読
。

『
早
稲
田
文
学
』
の
中
の
「
徳
川
文
学
」
　
「
し
ら
る
る
伝
」
な
ら
び

に
「
ま
く
べ
す
詳
訳
」
「
俳
譜
論
」
な
ど
四
、
五
冊
通
読
。

「
く
も
の
糸
巻
」
読
み
終
る
。
　
「
雑
誌
」
少
し
見
る
。

前
島
か
ら
『
女
学
雑
誌
』
を
借
り
通
読
。

関
場
か
ら
『
御
伽
草
紙
』
上
下
を
借
り
る
。

山
下
来
訪
。
　
『
早
稲
田
文
学
』
九
・
十
号
を
貸
し
て
行
く
。

黄
昏
桃
水
か
ら
雑
誌
『
武
蔵
野
』
（
創
刊
号
）
を
も
ら
う
。

『
武
蔵
野
』
（
二
号
）
を
読
む
。

「
三
人
妻
」
　
（
読
売
新
聞
）
二
十
回
ば
か
り
見
る
（
長
齢
子
よ
り
借

り
る
）
。

閥
武
蔵
野
』
（
三
号
・
終
刊
号
）
を
読
む
。

野
々
宮
よ
り
『
婦
女
雑
誌
』
借
り
る
。

荻
野
よ
り
『
東
京
朝
日
』
を
借
り
、
　
『
朝
日
新
聞
』
の
小
説
五
十
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

ば
か
り
読
む
。
挑
水
の
「
雪
だ
る
摩
』
と
探
偵
小
説
も
あ
っ
た
。

半
井
桃
水
来
訪
。
　
『
胡
沙
吹
く
風
』
上
下
を
贈
ら
れ
る
。

星
野
天
知
か
ら
『
文
学
界
』
一
号
を
送
ら
れ
る
。

山
下
か
ら
『
早
稲
田
文
学
隠
四
冊
を
借
り
る
。

平
田
一
木
が
ら
『
文
学
界
』
二
号
を
送
ら
れ
る
。
〈
禿
木
の
手
紙
に

よ
る
〉

甥… 〃・
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三
宅
龍
子
（
花
圃
）
か
ら
『
文
学
界
』
三
号
を
送
ら
れ
る
。

『
文
学
界
』
四
号
を
送
ら
れ
る
。

『
文
学
界
』
十
号
お
よ
び
五
号
以
下
を
送
ら
れ
る
。

『
文
学
界
』
十
一
号
を
送
ら
れ
る
。

伊
東
夏
子
か
ら
『
宇
治
拾
遺
』
『
西
行
撰
集
鋤
』
を
借
り
る
。

『
文
学
界
』
十
四
号
を
送
ら
れ
る
。

三
宅
龍
子
か
ら
『
一
碧
軒
漫
録
』
と
坪
内
銑
子
よ
9
借
り
た
小
説
も

一
緒
に
借
り
る
。

『
臣
道
通
鑑
』
四
冊
（
小
出
架
の
蔵
書
）
を
田
中
み
の
子
の
と
こ
ろ

が
ら
借
り
る
。

『
太
陽
』
五
号
を
送
ら
れ
る
。

馬
場
孤
蝶
が
来
訪
。
春
陽
堂
『
し
ゃ
し
ん
画
報
』
と
『
文
芸
倶
楽

部
』
四
号
を
貸
し
て
い
く
。

大
橋
乙
羽
か
ら
『
日
用
百
科
全
書
　
和
洋
礼
式
の
部
』
を
送
ら
れ

る
。馬

引
・
平
田
・
川
上
の
三
君
来
訪
。
紅
葉
の
『
男
ご
ン
ろ
』
と
『
心

の
や
み
』
『
珍
本
全
集
』
な
ど
貸
し
て
い
く
。

〔
備
考
〕

！
　
右
の
ほ
か
に
樋
口
家
蔵
書
と
し
て
前
に
あ
げ
た
書
物
以
外
の
書
物
（
十
八
三
略
・

　
　
文
章
軌
範
な
ど
を
読
書
し
た
り
書
写
（
九
雲
立
）
し
た
り
し
た
こ
と
が
目
記
に
見

　
　
え
る
。
こ
れ
ら
は
家
の
本
か
借
覧
し
た
の
か
不
明
。

2
　
贈
ら
れ
た
雑
誌
の
う
ち
、
　
『
武
蔵
野
』
二
・
三
号
を
贈
ら
れ
た
日
に
つ
い
て
は
日

　
　
記
に
記
録
が
な
い
。

⑧
　
一
葉
は
こ
の
他
、
自
分
の
作
品
を
発
表
し
た
号
の
雑
誌
や
新
聞
は
読
ん
で
い
た
は

　
　
ず
で
あ
る
。

右
の
表
か
ら
、
前
島
菊
子
・
関
場
悦
子
・
吉
田
君
（
実
？
）
・
野
々
宮
き
く
子
・

山
下
直
一
・
萩
野
蓄
髪
・
伊
東
夏
子
・
三
宅
花
圃
（
龍
子
）
・
田
中
み
の
子
・
馬
場

孤
蝶
ら
か
ら
本
を
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
日
記
の
中
か
ら
拾
い
上
げ
た
の

で
、
　
一
葉
が
書
き
も
ら
し
た
も
の
も
あ
ろ
う
し
、
私
の
探
し
そ
こ
ね
た
も
の
も
あ



樋ロー葉の読書について1量

ろ
う
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
借
覧
し
た
数
は
か
な
り
な
も
の
で
あ
る
。
一
葉
の
読
書

好
き
も
広
く
知
れ
渡
っ
て
い
た
の
で
、
来
客
も
土
産
代
り
に
本
を
貸
し
て
行
っ
た

場
合
も
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
萩
野
氏
や
山
下
直
一
氏
の
よ
う
に
父
の
代
か
ら

の
知
人
が
本
を
貸
し
て
い
る
の
に
注
目
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
の
貸
与
者
が
、
樋
口
家
の
知
人
や
妹
の
友
人
（
関
場
・
野
々
宮
ら
）

な
ど
で
あ
っ
た
も
の
が
、
だ
ん
だ
ん
一
葉
自
身
の
友
人
や
文
壇
人
へ
と
移
っ
て
い

く
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。

よA

　
樋
ロ
一
葉
は
幼
時
か
ら
新
聞
を
読
み
、
子
供
の
こ
ろ
か
ら
『
入
犬
伝
』
な
ど
も

読
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
う
い
う
読
書
好
き
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
変
則
的
な
学

校
教
育
し
か
受
け
ず
、
二
十
四
歳
あ
ま
り
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
後
世
多
く
の
読
者
を
得
る
ほ
ど
の
作
品
を
書
き
得
る
だ
け
の
知
識
・
教
養
を

吸
収
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
女
の
作
品
を
分
析
し
て
、
彼
女
の
教
養
源
を
探
る

こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
れ
は
す
で
に
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
私

は
樋
口
家
の
蔵
書
・
小
学
校
の
国
語
教
材
・
図
書
館
の
利
用
・
知
友
よ
り
の
借
覧

と
贈
与
の
四
点
か
ら
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。

　
　
葉
は
、
家
の
蔵
書
は
か
な
り
て
い
ね
い
に
読
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
小
学

校
高
等
科
第
四
級
を
　
番
で
修
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
学
校
の
勉
強
は
し
っ
か

り
修
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
れ
る
。
図
書
館
は
自
分
の
意
志
で
、
し
か
も
創
作
活

動
を
助
け
る
目
的
も
あ
っ
た
か
ら
、
充
実
し
た
読
書
を
し
た
は
ず
で
あ
る
。
友
人

か
ら
の
借
覧
も
し
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
萩
の
舎
が
和
歌
の
創
作
指
導
と

と
も
に
古
典
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
か
ら
、
一
葉
の
古
典
に
つ
い
て
の
教
養

は
か
な
り
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
一
葉
は
、
西
洋
文
学
に
つ
い
て
の
新

知
識
の
持
主
で
あ
っ
た
『
文
学
界
』
の
若
い
同
人
た
ち
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
な

い
し
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
対
象
と
し
て
の
華
・
や
い
だ
一
時
期
を
持
っ
た
の
で
あ

る
。
　
一
葉
の
読
書
は
、
蔵
の
中
で
窓
か
ら
射
し
こ
む
薄
明
り
を
た
よ
り
に
し
た
草

双
紙
に
始
ま
り
、
　
『
文
学
界
』
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
終
わ
り
を
迎
え
て
い
る
。

〔
付
記
〕
　
小
文
の
執
筆
に
際
し
て
、
塩
田
良
平
先
生
を
は
じ
め
、
和
田
芳
恵
先

　
生
・
関
良
一
先
生
の
御
研
究
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
三
先
生
の
霊
に
感

　
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
注
）

2エ43765
「
一
葉
観
の
問
題
』
（
『
金
城
国
文
』
）
昭
和
三
十
一
年
十
月

龍
子
。
旧
幕
臣
で
明
治
政
府
の
元
臣
老
院
議
官
を
務
め
た
田
辺
太
一
の
娘
。
三
宅
雪

嶺
の
妻
。
萩
の
舎
で
和
歌
を
学
ん
だ
旧
派
の
歌
人
で
あ
る
が
、
一
葉
の
心
を
小
説
に

向
け
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
た
「
藪
の
鶯
」
そ
の
他
の
小
説
を
残
し
た
。
　
（
明
治
元
年

生
ま
れ
、
昭
和
十
八
年
没
）
。

「
女
文
豪
が
活
躍
の
面
影
」
　
（
『
女
学
世
界
』
）
明
治
四
十
…
年
七
月

日
本
橋
小
田
原
町
の
商
家
の
生
ま
れ
。
母
の
ぶ
も
萩
の
舎
の
門
人
。
明
治
三
十
一
年

田
辺
氏
と
結
婚
し
た
。
一
葉
の
親
友
で
、
花
圃
の
一
葉
観
に
対
抗
し
て
『
一
葉
の
憶

ひ
出
』
（
昭
和
二
十
五
年
刊
）
そ
の
他
を
残
し
て
い
る
。
（
明
治
五
年
生
ま
れ
、
昭
和

二
十
一
年
没
）
。

『
樋
ロ
一
葉
』
（
人
物
叢
書
5
0
）
　
吉
川
弘
文
館
　
昭
和
三
十
五
年
七
月
置

『
樋
口
一
葉
』
　
十
三
屋
書
店
　
昭
和
十
六
年
十
月
刊
。

文
筆
で
は
生
活
で
き
ず
、
実
業
に
就
こ
う
と
母
や
妹
と
相
談
し
、
い
わ
ゆ
る
大
音
寺

前
．
（
現
在
の
台
東
区
内
）
に
転
居
し
た
。
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訓
導
萩
の
舎
の
師
。
幼
名
と
せ
。
中
島
又
左
衛
門
の
娘
。
水
戸
藩
士
林
忠
左
衛
門
の

妻
。
夫
が
勤
皇
の
武
士
と
し
て
若
く
し
て
死
ん
だ
後
、
江
戸
に
帰
り
、
旧
派
の
歌
人

と
し
て
の
一
生
を
送
っ
た
。
（
天
保
十
二
年
に
生
ま
れ
、
明
治
三
十
六
年
没
）
。

『
樋
口
一
葉
』
（
講
談
社
現
代
新
書
）
　
昭
和
四
十
七
年
五
月
刊

「
第
三
章
　
萩
の
舎
入
門
時
代
」
　
（
『
樋
爵
一
葉
研
究
』
）
申
央
公
論
社
　
昭
和
三

十
一
年
十
月
刊

（
板
）
本
版
本

（
活
）
活
宇
本

（
写
）
一
葉
の
写
本

（
写
不
明
）
筆
者
が
父
か
他
の
人
か
不
明

10

ﾆ
同
じ
。

『
鑑
賞
日
本
現
代
文
学
　
樋
口
一
葉
』
　
（
松
坂
俊
夫
編
　
角
川
書
店
　
昭
和
五
十

七
年
八
月
刊
）
の
年
譜
に
よ
る
。

エ
ポ
カ
学
芸
百
科
事
典
5
　
旺
文
社
　
昭
和
四
十
九
年
六
月
刊

「
近
代
読
者
層
の
機
構
と
そ
の
変
遷
」
　
（
『
近
代
文
学
の
読
者
』
　
長
谷
川
泉
他
編

国
書
刊
行
会
昭
和
五
十
五
年
一
月
刊
）

『
日
本
教
科
書
大
系
』
近
代
編
・
第
四
巻
　
解
題
（
講
談
社
　
昭
和
三
十
九
年
四
月

刊
）榊

原
芳
野
編
　
文
部
省
　
明
治
七
年
八
月
刊

文
部
省
　
明
治
八
年
一
月
刊

19

ﾆ
同
じ
。

現
在
の
国
立
国
会
図
書
館
上
野
支
部
。
初
め
東
京
書
籍
館
、
次
に
東
京
図
書
館
、
明

治
三
十
年
に
は
帝
国
図
書
館
と
改
称
し
、
俗
に
上
野
図
書
館
の
呼
称
で
親
し
ま
れ

た
。明

治
六
年
十
七
歳
で
請
負
師
田
中
市
五
郎
と
結
婚
し
、
長
男
を
得
た
が
、
二
十
代
で

夫
と
死
別
。
後
に
萩
の
舎
に
入
門
。
美
貌
で
梅
の
や
と
号
し
た
。
大
正
五
年
に
跡
見

高
等
女
学
校
（
現
在
の
跡
見
学
園
）
敷
諭
と
な
り
和
歌
を
教
え
た
が
、
在
職
中
に
没

し
た
。
（
安
政
三
年
に
生
ま
れ
、
大
正
五
年
没
）
。

桃
水
と
離
れ
た
一
葉
に
対
し
、
花
圃
は
一
葉
の
「
う
も
れ
木
」
を
『
都
の
花
』
に
．

表
で
き
る
よ
う
に
推
薦
の
労
を
と
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

262728

八
月
二
十
入
日
に
山
梨
で
『
早
早
新
報
』
を
発
行
し
て
い
た
野
尻
利
作
か
ら
投
稿
の

依
頼
状
が
届
い
て
い
る
。

明
治
二
十
六
年
四
月
六
目
付
で
「
雪
の
目
」
が
好
評
な
の
で
、
五
号
か
六
号
に
間
に

合
う
よ
う
に
と
い
う
は
が
き
が
来
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
五
月
三
日
、
六
月
十
二
日

に
『
文
学
界
』
へ
の
寄
稿
を
求
め
て
い
る
。
墓
詣
寺
町
へ
移
っ
て
か
ら
も
、
九
月
十

入
日
（
十
六
日
付
）
に
天
知
か
ら
の
寄
稿
を
求
め
る
は
が
き
が
届
い
て
い
る
。
こ
の

他
、
平
田
禿
木
も
熱
心
に
寄
稿
を
勧
め
て
い
る
。

二
葉
小
説
成
立
考
」
　
（
『
山
形
大
学
紀
要
（
人
文
科
学
）
』
第
三
巻
一
号
　
関
良

一
　
昭
和
二
十
九
年
三
月


